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安全衛生協議会
第42期 大隅工業安全スローガン （第42期安全標語最優秀賞）

ベテランが 次代に託す 技術力

技と知識と安全第一

海事部 林 隆憲
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■  11月度 安全目標

①火災予防対策の徹底
②墜落・転落災害の防止
③体調管理の徹底※寒暖差・インフル・コロナ

・11月の安全衛生行事

●秋季全国火災予防運動 (11月9日～11月15日)
●津波防災の日 (11月5日)
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■ ヒヤリハット報告
・Ｄ土木様バックホウ浚渫船現場のパトロール時、バックホウのエン

ジン停止後、マフラーキャップを閉める作業の動線に墜落リスクが

ありヒヤリとした。（キャビン側の手すりを登り、1ｍ程離れた高さ

2ｍ弱の通路上をエンジン側へ移っていたが、狭い足場で傾斜も

あり、雨天時等は墜落リスクが高い。）
【改善・対策】 直上社へ報告し、当該箇所を渡らない本質的対策や足場設置による

設備的対策等の検討を依頼した。
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■ 藤田代表取締役より一言
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■ 安全環境部より
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■ 周知・依頼事項
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■ 総務部より
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■ 工事部より 【災害事例から学ぶ】
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・トレーラー荷台上で親綱支柱を設置する際、
鉄筋上を歩行中に躓いて墜落した。
(右側頭蓋骨骨折：休業見込み7日)

・親綱を設置する前に高さが2ｍ以上になる鉄筋の上を歩行した。
・親綱が設置されていない車両に親綱支柱と親綱を取り付ける作業手順が漏れていた。

・親綱が設置されていないトラックの荷台上には昇らない。
・トラックの荷台上に上がらなくても、親綱が設置できるようにする。
・親綱が設置されていない車両は、トラック支柱を使用して親綱を設置する。
また、その作業手順を作業手順書に追記する。

【概要】

【原因】

【対策】



■ 海事部より 【災害事例から学ぶ】
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・貯留槽内で、整備途中の単管組の作業床を使用して、
ロープで材料の吊り上げを行っていたが、吊り上げ中に、
足場ごと3.87ｍ墜落した。
(骨折：休業見込み30日)

・足場は組立中で固定されていなかった。
・足場が組立中という認識がなかった。

【概要】

【原因】

【対策】

・足場組立途中の明示、立ち入り禁止措置を行う。

・統責者が現場巡視する際、各担当工種のJV担当者を
同行させ安全や施工についての確認、指導を行う。



■ 新入社員紹介
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それでは皆様ご安全に！！！
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現場で怪我をした際は、「直ちに正確な事実を」報告して下さ
い。

時間がたってからの報告は労災認定が得られず、様々な補償が
受けられなくなる可能性があります。

また、虚偽の報告は犯罪行為となり罰則が科されます。自分の
身を守るためにも、「直ちに正確な事実を」報告しましょう。
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